
 

大阪教育大学紀要（第 70巻）掲載申込書 

                                                         令和 3 年   月   日 

 

裏面記載の著作権及び倫理的配慮に関わる事項について確認の上，申し込みいたします。 

                             ※本学専任教員（附属学校教員を含む） 

代表責任者氏名                             

掲載を希望される部門・原稿の種類に✓印をつけてください 

部 門 □（1）人文社会科学 ・ 自然科学       □（2） 総合教育科学  

 

原稿の種類 

□ 学術論文（査読付）  

査読者についてご希望がある場合はご記入ください（分野，講座名，教員名など 空欄可） ※ご希望に沿えない場合がございます 

 

□ 実践報告   □ その他（                         ） 

              

著 

者 

名 

（＊
） 

【漢字】 （＊共同執筆者がいる場合は，全員の氏名を記入し，代表責任者（本学教員）に○印を付けてください） 

 

 

【ローマ字】 （「姓（大文字）, 名（頭文字以外小文字）」：[例] DAIKYO, Taro） 

 

 

【所属】 （本学専任教員：講座名，附属学校教員：附属○○学校，院生（修了生）：修士課程○○専攻（修了），学外者：正確な所属機関名） 

 

 

代表者 

連絡先 

 

 

TEL 

E-mail 

題 

名 

和文（副題まで正確にご記入ください） 

 

 

 

欧文（副題まで正確にご記入ください） 

 

 

 

欄外見出し用（欄外上部には主題のみを掲載します。主題と異なる題名を付けたい場合のみご記入ください） 

 

キ
ー
ワ
ー
ド 

和文 

 

欧文 

 

 

原稿に挿入する図・表など 頁数 原稿提出媒体 抜刷（有料） 

表 ｶﾗ  ー  点 ﾓﾉｸﾛ 点   

  

 頁 

本 文 □Word □TeX □要 □不要 

 

□研究費 

□科研費※ 図 ｶﾗ  ー 点 ﾓﾉｸﾛ 点 
図・表 

□Word □PowerPoint  

□Excel □その他（    ） その他 ｶﾗ  ー 点 ﾓﾉｸﾛ 点        部 □私費 

※予算の名称（                                                                 ） 

備考／指定事項 

（注） 裏面「著作権及び倫理的配慮について」に必ずご署名の上，申し込んでください 

受付日   ／   



 

著作権及び倫理的配慮について 

 

原稿提出前に以下の各項目をご確認のうえ，署名をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

上記を了承のうえ，紀要の執筆を申し込みます。       ※必ず自筆で署名してください  

 

 

氏 名（共著の場合はすべての著者）                    氏 名（共著の場合はすべての著者） 

  

  

  

  

  

 

 

 

1.【著作権等にかかわる事項について】 

・他の著作物からの引用部分は，出所の明示等（著作権法第32条）を行っています。転載は，著作者，および著

作権者から転載許諾を得ています。転載料等の費用が発生する場合は執筆者が対応します。 

・原稿中には，他人の肖像権を侵害する恐れのある写真等はありません。 

 

 

2.【倫理的配慮について】 

・この原稿は，他の出版物や情報媒体に，これまで公開したことはありません。 

・この原稿は，別の言語によって，これまで公開したことはありません。 

・この原稿は，他の出版物に同時に投稿していません。 

・この原稿には，差別的，人権を損なうと受け取られる記述はありません。 

・この原稿は，個人情報保護法等の法令に抵触する記述はありません。 

・大学の内部事情や守秘義務のある内容に関する記述はありません。 

そうした記述がある場合は，事前に関係部署の許諾をうけており問題はありません。 

・動物実験に基づく記述がある場合は，「大阪教育大学動物実験等の実施に関する規程」に基づいて 

実験を行いました。 

 

 

3. 大阪教育大学紀要に掲載された原稿，抄録の著作権は大阪教育大学に帰属する。 

ただし，著者は大阪教育大学に事前に申し出たうえで，自己の原稿を，複製・翻訳・翻案などの形で 

再利用することができる。 

（注）複製とは，出版・転載を意味する 

（紀要論文掲載に伴う著作権に関する申し合わせ（平成15年3月14日 紀要編集委員会了承）による） 

 

 


